
　

　ＪＡえびの市は、組合員や地域の皆さまに支えられ、今年で合併４６周年を迎えました。
　３月９日にＪＡ本店で記念式典を開き、くす玉を割ってこの節目を祝いました。
詳細は２ページをご覧ください。
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（2）令和６年４月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

３
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
Ｊ
Ａ
え
び

の
市
合
併
46
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
し
た
。
歴
代
役
員
や
各
地
区
の
推
薦

会
議
員
、
市
や
Ｊ
Ａ
の
関
係
者
ら
約

１
１
０
人
が
出
席
し
、
節
目
を
祝
い
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
の
46
年
の

あ
ゆ
み
を
南
谷
康
雅
専
務
理
事
が
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

小
吹
敏
博
組
合
長
は
「
こ
の
46
年
皆

さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
き
た
。
４
月
１
日
に
は
宮
崎
県
農

業
協
同
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

合
併
後
も
引
き
続
き
地
域
の
農
業
を
守

り
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
の
で
、
今
後
も
組
合
員
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
・
関
係
機
関
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
、
河
野
俊
嗣
知
事
か
ら

「
46
年
前
の
皆
様
の
大
き
な
決
断
、
そ
し

て
今
回
の
県
域
Ｊ
Ａ
に
向
け
た
大
き
な

決
断
に
対
し
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

市
と
県
も
力
を
合
わ
せ
て
し
っ
か
り

と
こ
の
え
び
の
そ
し
て
宮
崎
の
農
業
を

守
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、
ぜ
ひ
力
を

合
わ
せ
て
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
」
と

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
農
業
協
同
組
合
は
、
昭
和

53
年
２
月
１
日
に
、
え
び
の
農
業
協
同

組
合
、
え
び
の
中
央
農
業
協
同
組
合
、

真
幸
農
業
協
同
組
合
の
３
つ
の
農
協
が

合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

正
組
合
員
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ま

方
多
く
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
の
臨
時
総
代
会
に
お
い
て

合
併
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
４
月
１

日
に
「
宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
（
愛
称

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
）」
と
し
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
え
び
の

市
は
「
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
え
び
の
市
地
区

本
部
」
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
今
後
も
組

合
員
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
て
「
農

を
基
軸
と
し
た
地
域
社
会
」
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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式典のあとは祝賀会を開きました

経
済
連
の
平
島
善
範
副
会
長
に
万
歳
三
唱
の
音
頭

を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

小吹組合長のあいさつ

経済連の坂下栄次会長に
乾杯の音頭を取っていただきました

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
46
周
年
記
念
式
典
を
開
催



（3） 第５５２号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

来賓を代表して５人の方に祝辞をいただきました

1978 1986 1996 2007

2018

2010

2016

2011

20132024 2023 2020

   2月
えびの市農業
協同組合設立

   4月
宮崎県農業
協同組合設立

   10月
精米工場落成式

   2月
足湯の駅えびの高原
販売所オープン

  4月
口蹄疫がえび
の市で発生

  2月
 霧島地区
ヒノヒカリ

「特A」評価初獲得

 11月
第1回田の神さぁの
里産業文化祭開催

   7月
道の駅えびの来場者
６００万人突破

   10月
  第9回全国和牛能力
共進会
宮崎牛が日本一

  2月
和牛繁殖センター
竣工

  6月
新燃岳噴火
えびのに降灰

  4月
道の駅えびの
オープン

ＪＡえびの市の４６年
１９７８年〜２０２４年

簡単ではありますが
　　４６年のあゆみを
　　　　振り返りました。

栗原俊朗中央会会長河野俊嗣知事

中野一則県議会議員 篠原一利前組合長 村岡隆明市長



（4）令和６年４月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

青年部が卒業式に
ラナンキュラス贈呈

　ＪＡ青年部は、３月１５日と２５日に市内５
小・中学校の卒業生のみなさんにラナンキュラ
スを贈呈し、新たな門出に花を添えました。
　贈呈されたラナンキュラスは青年部員の本田
幹英さん（尾八重野）、永前寿生さん（末永）
が栽培されたものです。
　ご卒業おめでとうございました。

春の総合展示会
　３月１５日・１６日の二日間にわたり、ＪＡ
本店で春の総合展示会を開催しました。
　農業用機械、生産資材、生活資材、自動車な
どの各種コーナーを設置し、トラクターなど各
農機メーカーの担当者が集まり、来場者の要望
を聴きながら商品の紹介をしました。
　多数のご来場ありがとうございました。

加久藤小学校の 6 年生児童に花を渡す本田さん

共済のことなら何でもＬＡにご相談ください！
　３月１３日、本店で令和６年度ＪＡ共済ライフアドバイザー（共済普及専任指導員＝ＬＡ）の進
発式が行われました。
　進発式では小吹敏博組合長とＪ A 共済連宮崎Ｊ A 支援部の野村征弘部長からの激励のあと、坂山
孝道ＬＡが「誇りと情熱を持ってＪＡ共済の普及拡大に努める」と決意表明、最後に下原将史ＬＡ
によるガンバロー三唱を行い、ＬＡ全員の目標必達を誓いました。

　ＬＡは、組合員や利用者とＪＡ・Ｊ
Ａ共済をつなぐ重要なパイプ役とし
て、年間を通じて皆様の生活保障設計
のご提案や相談活動を行います。共済
に関するご相談やご質問がありました
ら、お気軽にご相談ください。

坂山 LA による決意表明



（5） 第５５２号 JA広報

ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
は
、
資
材
費
高
騰
に

よ
る
所
得
減
少
及
び
突
発
的
な
気
象
災

害
等
に
よ
り
、
所
得
確
保
が
厳
し
い
品

目
生
産
者
を
支
援
す
る
た
め
助
成
金
約

２
１
０
０
万
円
を
贈
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

３
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
贈
呈
式
を

行
い
、
栗
部
会
の
尾
山
實
文
部
会
長
、

稲
作
生
産
者
の
上
川
忠
男
さ
ん
、
養
鶏

部
会
の
山
下
輝
年
部
会
長
、
酪
農
部
会

の
坂
下
純
二
部
会
長
が
農
家
を
代
表
し

て
目
録
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

助
成
対
象
の
部
会
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

３
月
４
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
臨
時
総
代

会
を
開
き
ま
し
た
。
総
代
の
皆
さ
ま
に

は
議
決
権
行
使
書
で
の
参
加
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
総
代
４
９
５
人
の
う
ち

４
８
４
人
（
本
人
出
席
47
人
、
議
決
権

行
使
書
４
３
７
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

議
事
の
議
長
に
は
、
飯
野
地
区
の
新
出

水
寛
人
総
代
を
選
任
し
、
２
議
案
す
べ

て
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
代
会
は
、
合
併
最
終
事
業

年
度
に
係
る
配
当
等
の
内
容
に
つ
い
て

の
農
協
法
上
の
不
備
を
補
正
し
た
こ
と

を
承
認
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
る
組
合
員
の
皆
様
へ
の
実

質
的
な
影
響
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

第
１
号
議
案

　

合
併
契
約
の
変
更
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　

規
約
お
よ
び
各
規
程
の
廃
止
に
つ
い
て

付
帯
決
議

　

本
日
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に

関
し
な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
及
び
法

令
、
そ
の
他
行
政
庁
の
処
分
又
は
こ
れ

に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
場
合
に
必
要
な

字
句
の
修
正
を
な
す
こ
と
を
理
事
会
に

一
任
す
る
。

生
産
農
家
へ
Ｊ
Ａ
独
自
の
支
援
を
実
施

臨
時
総
代
会
を
開
催

生産基盤維持対策対象者

対象者（対象品目） 人数

園芸
　栗
　水稲（被害畑 下大河平）
　苗鉢物
　いちご育苗

85名

畜産
　養鶏
　酪農

11名

農機具・自動車
　農機具
　自動車

117名

いちご団地入植者
　いちご団地（入植者）

 6名

合　　　　計 219名

提
出
議
案



（6）令和６年４月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

定期総会開催
　２月２９日、ＪＡ稲作振興会はＪＡ本店で総
会を開きました。
　自治会から選出された部会長ら 39 人が出席
し、令和５年度事業活動報告ならびに収支決算
書、規約の一部改正、令和６年度事業活動計画
書ならびに収支予算書及び年会費の額・納入時
期・徴収方法、水稲豊年祈願祭についての議案
が原案通り承認されました。今年度も１２人の
生産者に試験展示圃の設置をお願いし、水田セ
ンサー等を活用しながら、特Ａ獲得を目指して
米の食味ランキングへの出品を継続していきま
す。

肥育牛部会
　３月１日、畜産センターで肥育牛部会の総会を
開きました。
　令和５年度事業報告・収支決算、規約改正、令
和６年度事業計画・収支予算及び年会費の額・徴
収方法についての議案がすべて原案どおり承認さ
れました。

酪農部会
　３月１２日、酪農部会の総会を畜産センターで
開きました。
　令和５年度事業報告・収支決算、規約改正、令
和６年度事業計画・収支予算及び年会費の額・徴
収方法・役員改選についての議案がすべて原案ど
おり承認されました。

養鶏部会
　３月１２日、飯野地区で養鶏部会の総会を開き
ました。
　令和５年度事業報告・収支決算、規約改正、令
和６年度事業計画・収支予算及び年会費の額・徴
収方法についての議案がすべて原案どおり承認さ
れました。

１年間の締めくくり 各組織が総会を開催

大型連休中（4月27日～5月6日）の営業案内
連休中に営業する各事業所の営業時間は８時３０分～１７時です。

※○印の日は営業いたします。

４月
27日㈯

４月
28日㈰ 29日㈪

昭和の日

４月
30日㈫

５月
１日㈬

５月
２日㈭ ３日㈮

憲法記念日
４日㈯
みどりの日

５日㈰
こどもの日

６日㈪
振替休日

ＪＡ業務 休　業

通
　
常
　
営
　
業

通
　
常
　
営
　
業

通
　
常
　
営
　
業

休　業
夢工房 休　業 休　業
グリーンセンター ○ ○ 休 休 ○ 休 ○
農機センター ○ 休　業 休 ○ 休 ○
野菜集荷場 ○ ○ ○ 休 ○ 休 ○
給油所 ○ ○ 休 休 ○ 休 ○

プロパンガス
休　　業

緊急時の連絡先
（JAあんしんセンター）
0120－182－571

休　　業
緊急時の連絡先

（JAあんしんセンター）
0120－182－571

ＪＡ共済

休　　業
事故受付は0120－258931
へ、レッカー・ロードサー
ビスのサポート受付は0120
－063931へご連絡くださ
い。２４時間手配受付いた
します。

休　　業
事故受付は0120－258931へ、レッ
カー・ロードサービスのサポート受
付は0120－063931へご連絡くださ
い。
２４時間手配受付いたします。



（7） 第５５２号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

令和６年度　米の予約受付について
　令和６年度の米の予約の受付を下記の日程で行います。対象の公民館等で受付を行ってくださ
い。当日は、市役所による生産調整・転作受付、NOSAIによる水稲共済受付も同時に行います。
＊必要なもの………令和６年度米販売予約申込調査表、転作計画書、印鑑（口座印）、
　　　　　　　　　通帳（新規・口座変更の方のみ）
＊受付場所…………各自治会の公民館
　ただし、以下の地区は表記の会場で受付します。
　　麓（飯野）・町：飯野地区コミュニティセンター　駅前・中原田・上原田：中原田公民館
　　尾八重野・東長江浦上：東長江浦上公民館　　　　高野・苧畑：苧畑公民館
　　中島：加久藤地区コミュニティセンター　　　　　北岡松・溝ノ口：北岡松公民館
　　松原・前松原：松原公民館　　　　　　　　　　　中内竪・西内竪：中内竪公民

※申請の手続きは、令和６年４月２２日から令和６年６月２１日までとさせていただきます。
※公民館で受付ができない方は、受付のない日に市役所・ＪＡ・共済組合でそれぞれ手続きをして
ください。上記受付時間中は、職員は公民館に居るため、ＪＡでは受付が出来ません。

【お問い合わせ先】
ＪＡみやざき えびの市地区本部　農産販売課（33−3111）・担い手支援課（33−5758）

期　　日 9：00～10：00 10：30～11：30 13：00～14：00 14：30～15：30

４月２２日（月）
東 原 田 中原田・駅前・上原田 五 日 市 杉 水 流

9：00～10：30　　　　  11：00～12：30　　　　 14：00～15：30
下 　 大 　 河 　 平 　 　 　 　 堀 　 　 　 　 　 浦 　 　 　 　 上 　 大 　 河 　 平

４月２３日（火）
前 　 　 　 　 　 田 　 　 　 　 南 　 　 原 　 　 田 　 　 　 　 上 　 　 上 　 　 江

苧 　 畑 ・ 高 　 野 　 　 　 　 麓 （ 飯 野 ） ・ 町 　 　 　 　 白 　 　 　 　 　 鳥
期　　日 9：00～10：00 10：30～11：30 13：00～14：00 14：30～15：30

４月２４日（水）
池 島 中 上 江 西 上 江 末 永

大 明 司 坂 元 山 内 今 西

４月２５日（木）
田 代 出 水 灰 塚 永 山

榎 田 牧 の 原 西 長 江 浦 下 西 長 江 浦 上

４月２６日（金）
松 原 ・ 前 松 原 中 島 麓 （ 加 久 藤 ） 湯 田

栗 下 大 溝 原 東 長 江 浦 下 東長江浦上・尾八重野

５月８日（水）
下 島 内 東 内 竪 中内竪・西内竪 水 流

南 岡 松 北岡松・溝ノ口

５月９日（木）
京 町 上 向 江 南昌明寺・北昌明寺

柳 水 流 亀 沢 下 浦
期　　日 9：00～10：30　　　　  11：00～12：30　　　　 14：00～15：30

５月１０日（金）
上 　 　 島 　 　 内 　 　 　 　 中 　 　 　 　 　 浦 　 　 　 　 上 　 　 　 　 　 浦

西 　 　 川 　 　 北 　 　 　 　 東 　 　 川 　 　 北 　 　 　 　 西 　 　 　 　 　 郷



（8）令和６年４月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。



（9） 第５５２号 JA広報

さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉
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ほおずき通信
（JA 女性部通信）

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

　えびの市内の新小学一年生へ
交通安全を願い黄色いマスコッ
トランドセルを届けることが出
来ました。

3月21日㈭

3月６日㈬

◉ デルフィ二ウムの花 ◉

交通安全祈願

　女性部も「おこわ」販売

　女性部手作りおこわをお買い
上げありがとうございました。
　売り上げの一部は能登半島地
震へ寄付させていただきました。

三課合同展示会

◎ちょっと

○
ま る

○
ま る

なはなし

ＪＡ宮崎県女性大会において
　○優良組織会長賞
　○家の光愛読運動会長賞
　○仲間づくり実績表彰
　○加入部門賞
すべてにおいて受賞しました。

第６８回
JA宮崎県女性組織
協議会　通常総会

今が旬です!!

3月15日㈮
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組　　　合  　　　員

地 区 本 部 総 代 協 議 会

令和６年４月1日 地 区 本 部 運 営 委 員 会

地 区 本 部 長 小　吹　敏　博
TEL 0984-33-3102 FAX 0984-33-5752

常 務 理 事 徳　重　幸　次 常 勤 監 事 肥田木　義　信 監 査 室（ 内 部 監 査 ） ※　吉　鶴　光　弘

金 融 共 済 部 長 田久見　慎一郎

TEL 0984-37-1311 FAX 0984-37-0443 TEL 0984-35-1211 FAX 0984-35-2476 TEL 0984-33-1011 FAX 0984-33-4102 TEL 0984-33-3105 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-3103 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-3101 FAX 0984-33-5752
真 幸 支 店 長 絵　柳　裕　恵 加 久 藤 支 店 長 　　栗　坂　浩　二　　 飯 野 支 店 長 加治佐　義　信 共 済 課 長 田久見　　　誠 金 融 課 長 　山　里　英　明　 融 資 セ ン タ ー 長 谷　元　幸　博 総 務 課 長 福　元　友　行

貯 金 ◎　鶴　内　純　子　　 貯 金 ○　遠目塚　香　織　　 貯 金 ○　春　野　佐　知　　 長 期 共 済 ◎　谷　山　アキ子　　 金 融・ 資 産 査 定 ◎　山　下　晋一郎　　 融 資・ 債 権 保 全 ◎　長　﨑　真　美　　 企 画 調 整　・ 税 務 ◎　遠目塚　徳　人　　〃 ○　朝　倉　愛　美　　 〃 小　園　真　央 〃 上　野　真　菜 短 期 共 済 渉 外 山　下　淳　二 為 替 ・ 庶 務 ○　田　中　由　佳　　 〃 栗　下　泰　誠 事 務 改 善・ 調 査・ 組 織
〃 山　口　明日香 〃 △　前　田　優　子　　 〃 永　山　梨　夢 交 通 事 故 処 理 兼務  遠目塚　　　健　 〃 奥　松　里　奈 〃 　池　上　菖　子　 職 員・ 給 与・ 預 金 ◎　上　川　睦　美　　

共 済 ◎　境　田　慎　一　　 共 済 ○　祭禮田　恵　美　　 〃 △　大　脇　奈　緒　　 短 期 共 済 △　辻　　　洋　子　　 〃 △　鶴　田　由美子　　 管 財・ 出 資・ 仕 訳 ○　若　松　朋　子　　
〃 □　栗　下　　　響　　 〃 柳　丸　和　輝 共 済 ○　尾　山　奈央子　　 共 済 資 金 △　黒　木　　　恵　　 金 融 渉 外 ○　遠目塚　　　健　　 広 報・ 経 理・ 仕 訳 　　久　保　香　穂　　

共 済 渉 外 ◎　下原田      　透　　 共 済 渉 外 ◎　坂　山　孝　道　　 〃 ○　栗　屋　友　美　　 購 買 経 理・ 実 績 検 討 △　後　藤　智　子　　
〃 ○　岩　屋　優　太　　 〃 山　口　啓　太 〃 下　野　健　斗 文 書 ・ 庶 務 △　柳　丸　民　子　　

仕 訳 ・ 組 合 員 △　竹　下　直　美　　 仕 訳 ・ 組 合 員 △　地　主　かおり　　 共 済 渉 外 ◎　稲　田　万　貴　　 出 向(Ｊ Ａ 葬 祭) ◆　田　中　賢　二　　
出 納・ 営 農 受 付 △　山之口　亜由美　　 出 納・ 営 農 受 付 △　佐　伯　洋　子　　 〃 下　原　将　史 出 向 ( 中 央 会 ) ◆　松　原　　　新　　

〃 小　山　和　樹 出 向(Ｊ Ａ 葬 祭) △　岡　田　美　幸　　
仕 訳 ・ 組 合 員 △　岩　元　ひろ子　　 出 向(JAア グ リ ラ ン ド) △　末　次　希世美　　
出 納・ 営 農 受 付 △　有　馬　利　子　　 交 通 事 故 相 談 所 TEL 0984-33-3105 産 休 岩　屋　万里奈

FAX 0984-33-5752 産 休 原　内　こずえ

TEL 0984-33-3107 FAX 0984-33-5752
営 農 経 済 部 長 橋　爪　義　和 審 査 課 長 兼務　栗　下　進　一　

次 長 境　田　　　護 審 査 業 務 △　　石　﨑　良　継　

TEL 0984-33-5604 FAX 0984-33-5606 TEL 0984-33-5743 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-5719 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-5756 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-3111 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-5747 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-5758 FAX 0984-33-5752
農 機 燃 料 課 長 兼務  境　田　　　護　　 生 活 課 長 　栗　下　進　一　 資 材 課 長 勝　吉　正一郎 農 産 販 売 課 竹　中　康　晃 畜 産 課 長 辻　　　裕　一 担 い 手 支 援 課 長 池　田　京　子

農 業 機 械 経 理 渡　邉　　　賢 生 活・ 耐 久 資 材・
物 産 館 副 支 配 人 兼 務 ◎　前　田　高　介　　 受 発 注 ◎　拵　　　信　広　　 園 芸 指 導 ◎　内　村　直　樹　　 園 芸 販 売 ◎　山　下　賢　太　　 肥 育 牛・ 企 業 畜 産 ◎　林　田　康　次　　 農 家 経 営 支 援 セ ン タ ー ◎　谷　口　正　信　　

農 業 機 械 部 品 △　津　貫　富士夫　　 企 業 畜 産 ※　上　園　和　敏　　 〃 ○　中　村　真　吾　　 販 売 経 理・ 営 業 ○　池　上　　　亮　　 補助事業・繁殖センター指導 生 産 調 整・ 農 業 労 災
○　鶴　内　誠　志　　農 業 機 械 整 備 ○　吉　岡　克　彦　　 物 産 館 ○　前　田　康　博　　 撹 拌 事 務 △　莇　　　智　子　　 〃 ○　山　下　陽　平　　 精 算 事 務 △　押　川　さとみ　　 〃 △　米　倉　　　勇　　 農業生産法人・新規就農

〃 福　元　陽　介 生 活 資 材 平　　　陽　香

グ リ ー ン セ ン タ ー 飯 野

◆　市　来　孝　之　　 水 稲 ・ 雑 穀 ○　朝　倉　章　太　　 〃 △　新出水　佳　子　　 和 牛 ○　溝　添　太　一　　 農 地 集 積 円 滑 化 事 業
〃 　　入　佐　啓　太　　 生 活 指 導・ 道 の 駅 指 導 △　寺　園　貞　子　　 境　　　健　太 園 芸 指 導 　　的　場　未　紗　　 〃 △　中　村　　　笑　　 〃 大久保　　　慶 青 年 部・ 後 継 者 育 成

○　岩　城　智　也　　自 動 車 整 備 ○　村　田　隆　志　　 物 産 館 事 務 ・
物 産 館 副 支 配 人 兼 務 △　山　野　道　子　　 　　春　口　げ　ん　　 野 菜 集 荷 場 △　宮　崎　弘　昭　　 〃 上　野　弘　樹 ア グ リ パ ー ト ナ ー 対 策

〃 △　北　田　利　公　　 △　久　松　　　泰　　 〃 △　岩　元　浩　善　　 養 鶏 ・ 酪 農 ○　山　下　　　紘　　 機 械 銀 行
〃 △　竹　畑　天　斗　　 生 活 資 材 営 業 △　津　貫　とも子　　 △　辻　　　和　代　　 〃 △　石　川　良　弘　　 導 入 ・ 預 家 畜 △　川　野　美　香　　 出 向(青 色 申 告 会) △　内　田　ゆり子　　
〃 △　豊　永　孝　克　　 夢 工 房 △　笹　野　政　子　　 △　工　藤　則　之　　 野 菜 集 荷 場 事 務 △　三　森　敏　文　　 精 算 事 務 〃 △　寄　田　むつみ　　

自 動 車 経 理 ○　宮　路　恵　美　　 物 産 館 支 配 人 △　橋　口　定　弘　　

グ リ ー ン セ ン タ ー
加久藤・真幸

◎　田　内　三　夫　　 〃 △　下　原　みゆき　　 基 金 協 会・ 補 助 事 業 △　前　原　淳　子　　
自 動 車 営 業 △　福　元　俊　二　　 物 産 館 △　萩　原　ま　こ　　 ○　岩　元　将　彦　　 〃 △　松　元　千　恵　　 繁 殖 セ ン タ ー △　遠目塚　　　修　　 農 家 経 営 支 援 セ ン タ ー TEL 0984-33-3104
Ｌ Ｐ ガ ス ◎　永　野　大　輔　　 〃 △　上　野　大　介　　 　　今　村　亮　介　　 精米工場・農業倉庫・営業 ◎　野　田　智　幸　　 〃 △　上　園　康　平　　 FAX 0984-33-5752

〃 ○　宮　﨑　優　人　　 〃 △　平　岡　秀　章　　 △　森　山　久美子　　 精 米 工 場 △　隈　元　靖　夫　　 〃 △　山　口　稜　司　　
〃 △　米　藏　祐　三　　 〃 △　上　畠　一　美　　 △　鶴　田　深　雪　　 〃 △　有　村　信　彦　　 〃 △　山　口　一　海　　

燃 料 経 理 △　広　津　あき子　　 〃 △　平　田　千賀子　　 〃 △　井　上　義　喜　　 〃 △　山　口　さやか　　
飯 野 給 油 所 △　松　窪　啓　二　　 〃 △　窪　田　美佐子　　 グリーンセンター飯野店 TEL 0984-33-2212 〃 △　今　村　直　子　　 〃 △　宮　原　佑　輔　　

〃 △　横　田　領　真　　 〃 △　尾坐原　美代子　　 FAX 0984-25-3050 繁 殖 セ ン タ ー　 パ ー ト △　柳　原　里　恵　　
〃 △　和　田　康　児　　 〃 △　外　村　美保子　　 野 菜 集 荷 場 TEL 0984-33-1006
〃 △　木牟礼　知　博　　 〃 △　久　永　真貴子　　 グリーンセンター加久藤店 TEL 0984-35-0451

加 久 藤 給 油 所 井　上　祥　太 〃 △　宇　都　義　胤　　 FAX 0984-25-4002 杉 水 流 農 業 倉 庫 TEL 0984-33-0792
〃 △　増　元　信一郎　　 〃 △　山　本　貴　志　　
〃 △　鳩　野　和　雄　　 〃 △　宮　園　将　輝　　 グリーンセンター真幸店 TEL 0984-37-0023 湯 田 農 業 倉 庫 TEL 0984-35-2495
〃 △　新　福　紀　夫　　 〃 △　高　橋　友　子　　 FAX 0984-37-1565

真 幸 給 油 所 △　栗　下　政　信　　 〃 △　川　野　由　美　　 杉 水 流 ラ イ ス セ ン タ ー TEL 0984-33-0792 ＪＡ出資型農業生産法人 （株）ジェイエイえびの市葬祭〃 下　川　彰　護 〃 △　田　端　正　仁　　 （株）ＪＡアグリランド田の神さぁ
〃 △　本　石　俊　二　　 〃 △　佐々木　ル　ミ　　 湯 田 ラ イ ス セ ン タ ー TEL 0984-35-0492 専 務 取 締 役 佐　貫　和　彦 支 配 人 田　中　賢　二
〃 △　目　楠　　　悟　　 〃 △　野　﨑　俊　彦　　 オペレーター・農作業全般 ◇　竹　本　久　男　　 業 務 課 長 宮　園　崇　久

〃 △　本　田　政　秀　　 精 米 工 場 TEL 0984-35-0542 事 務 全 般 末　次　希世美 受 注 ・ 式 場 設 営 ◎　立　山　重　紀　　
足 湯 の 駅 △　境　田　　　隆　　 FAX 0984-35-2768 オペレーター・農作業全般 久保園　　　晃 〃 ○　栗　下　安　正　　

飯 野 給 油 所 TEL 0984-33-3070 〃 △　椎　葉　美佐子　　 オペレーター・農作業全般 脇　田　耕　治 〃 ○　木　場　祐　子　　
加 久 藤 給 油 所 TEL 0984-35-1492 〃 △　尾　辻　　　忍　　 オペレーター・農作業全般 有　村　一　久 事 務 △　岡　田　美　幸　　
真 幸 給 油 所 TEL 0984-37-2169 オペレーター・農作業全般 川　畑　　　栄 〃 △　赤　川　愛　子　　

道 の 駅 え び の TEL 0984-35-3338 ◇責任者 斎 場 ・ 葬 祭 雑 務 △　境　田　真　美　　
プ ロ パ ン ガ ス TEL 0984-33-5604 FAX 0984-35-0788 〃 △　横　手　百合枝　　

足 湯 の 駅　 え び の 高 原 TEL 0984-33-1155
オ ー ト パ ル TEL 080-2716-5365 FAX 0984-33-5395

生 活 館　 夢 工 房 TEL 0984-35-1810
FAX 0984-35-1810

ク ミ ア イ 家 庭 薬 TEL 0984-33-5743

◆課長待遇
◎課長補佐・支店長代理
○主任
●主幹
※再雇用職員
□試用職員
☆嘱託職員
△臨時職員
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

組　　　合  　　　員

地 区 本 部 総 代 協 議 会

令和６年４月1日 地 区 本 部 運 営 委 員 会

地 区 本 部 長 小　吹　敏　博
TEL 0984-33-3102 FAX 0984-33-5752

常 務 理 事 徳　重　幸　次 常 勤 監 事 肥田木　義　信 監 査 室（ 内 部 監 査 ） ※　吉　鶴　光　弘

金 融 共 済 部 長 田久見　慎一郎

TEL 0984-37-1311 FAX 0984-37-0443 TEL 0984-35-1211 FAX 0984-35-2476 TEL 0984-33-1011 FAX 0984-33-4102 TEL 0984-33-3105 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-3103 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-3101 FAX 0984-33-5752
真 幸 支 店 長 絵　柳　裕　恵 加 久 藤 支 店 長 　　栗　坂　浩　二　　 飯 野 支 店 長 加治佐　義　信 共 済 課 長 田久見　　　誠 金 融 課 長 　山　里　英　明　 融 資 セ ン タ ー 長 谷　元　幸　博 総 務 課 長 福　元　友　行

貯 金 ◎　鶴　内　純　子　　 貯 金 ○　遠目塚　香　織　　 貯 金 ○　春　野　佐　知　　 長 期 共 済 ◎　谷　山　アキ子　　 金 融・ 資 産 査 定 ◎　山　下　晋一郎　　 融 資・ 債 権 保 全 ◎　長　﨑　真　美　　 企 画 調 整　・ 税 務 ◎　遠目塚　徳　人　　〃 ○　朝　倉　愛　美　　 〃 小　園　真　央 〃 上　野　真　菜 短 期 共 済 渉 外 山　下　淳　二 為 替 ・ 庶 務 ○　田　中　由　佳　　 〃 栗　下　泰　誠 事 務 改 善・ 調 査・ 組 織
〃 山　口　明日香 〃 △　前　田　優　子　　 〃 永　山　梨　夢 交 通 事 故 処 理 兼務  遠目塚　　　健　 〃 奥　松　里　奈 〃 　池　上　菖　子　 職 員・ 給 与・ 預 金 ◎　上　川　睦　美　　

共 済 ◎　境　田　慎　一　　 共 済 ○　祭禮田　恵　美　　 〃 △　大　脇　奈　緒　　 短 期 共 済 △　辻　　　洋　子　　 〃 △　鶴　田　由美子　　 管 財・ 出 資・ 仕 訳 ○　若　松　朋　子　　
〃 □　栗　下　　　響　　 〃 柳　丸　和　輝 共 済 ○　尾　山　奈央子　　 共 済 資 金 △　黒　木　　　恵　　 金 融 渉 外 ○　遠目塚　　　健　　 広 報・ 経 理・ 仕 訳 　　久　保　香　穂　　

共 済 渉 外 ◎　下原田      　透　　 共 済 渉 外 ◎　坂　山　孝　道　　 〃 ○　栗　屋　友　美　　 購 買 経 理・ 実 績 検 討 △　後　藤　智　子　　
〃 ○　岩　屋　優　太　　 〃 山　口　啓　太 〃 下　野　健　斗 文 書 ・ 庶 務 △　柳　丸　民　子　　

仕 訳 ・ 組 合 員 △　竹　下　直　美　　 仕 訳 ・ 組 合 員 △　地　主　かおり　　 共 済 渉 外 ◎　稲　田　万　貴　　 出 向(Ｊ Ａ 葬 祭) ◆　田　中　賢　二　　
出 納・ 営 農 受 付 △　山之口　亜由美　　 出 納・ 営 農 受 付 △　佐　伯　洋　子　　 〃 下　原　将　史 出 向 ( 中 央 会 ) ◆　松　原　　　新　　

〃 小　山　和　樹 出 向(Ｊ Ａ 葬 祭) △　岡　田　美　幸　　
仕 訳 ・ 組 合 員 △　岩　元　ひろ子　　 出 向(JAア グ リ ラ ン ド) △　末　次　希世美　　
出 納・ 営 農 受 付 △　有　馬　利　子　　 交 通 事 故 相 談 所 TEL 0984-33-3105 産 休 岩　屋　万里奈

FAX 0984-33-5752 産 休 原　内　こずえ

TEL 0984-33-3107 FAX 0984-33-5752
営 農 経 済 部 長 橋　爪　義　和 審 査 課 長 兼務　栗　下　進　一　

次 長 境　田　　　護 審 査 業 務 △　　石　﨑　良　継　

TEL 0984-33-5604 FAX 0984-33-5606 TEL 0984-33-5743 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-5719 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-5756 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-3111 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-5747 FAX 0984-33-5752 TEL 0984-33-5758 FAX 0984-33-5752
農 機 燃 料 課 長 兼務  境　田　　　護　　 生 活 課 長 　栗　下　進　一　 資 材 課 長 勝　吉　正一郎 農 産 販 売 課 竹　中　康　晃 畜 産 課 長 辻　　　裕　一 担 い 手 支 援 課 長 池　田　京　子

農 業 機 械 経 理 渡　邉　　　賢 生 活・ 耐 久 資 材・
物 産 館 副 支 配 人 兼 務 ◎　前　田　高　介　　 受 発 注 ◎　拵　　　信　広　　 園 芸 指 導 ◎　内　村　直　樹　　 園 芸 販 売 ◎　山　下　賢　太　　 肥 育 牛・ 企 業 畜 産 ◎　林　田　康　次　　 農 家 経 営 支 援 セ ン タ ー ◎　谷　口　正　信　　

農 業 機 械 部 品 △　津　貫　富士夫　　 企 業 畜 産 ※　上　園　和　敏　　 〃 ○　中　村　真　吾　　 販 売 経 理・ 営 業 ○　池　上　　　亮　　 補助事業・繁殖センター指導 生 産 調 整・ 農 業 労 災
○　鶴　内　誠　志　　農 業 機 械 整 備 ○　吉　岡　克　彦　　 物 産 館 ○　前　田　康　博　　 撹 拌 事 務 △　莇　　　智　子　　 〃 ○　山　下　陽　平　　 精 算 事 務 △　押　川　さとみ　　 〃 △　米　倉　　　勇　　 農業生産法人・新規就農

〃 福　元　陽　介 生 活 資 材 平　　　陽　香

グ リ ー ン セ ン タ ー 飯 野

◆　市　来　孝　之　　 水 稲 ・ 雑 穀 ○　朝　倉　章　太　　 〃 △　新出水　佳　子　　 和 牛 ○　溝　添　太　一　　 農 地 集 積 円 滑 化 事 業
〃 　　入　佐　啓　太　　 生 活 指 導・ 道 の 駅 指 導 △　寺　園　貞　子　　 境　　　健　太 園 芸 指 導 　　的　場　未　紗　　 〃 △　中　村　　　笑　　 〃 大久保　　　慶 青 年 部・ 後 継 者 育 成

○　岩　城　智　也　　自 動 車 整 備 ○　村　田　隆　志　　 物 産 館 事 務 ・
物 産 館 副 支 配 人 兼 務 △　山　野　道　子　　 　　春　口　げ　ん　　 野 菜 集 荷 場 △　宮　崎　弘　昭　　 〃 上　野　弘　樹 ア グ リ パ ー ト ナ ー 対 策

〃 △　北　田　利　公　　 △　久　松　　　泰　　 〃 △　岩　元　浩　善　　 養 鶏 ・ 酪 農 ○　山　下　　　紘　　 機 械 銀 行
〃 △　竹　畑　天　斗　　 生 活 資 材 営 業 △　津　貫　とも子　　 △　辻　　　和　代　　 〃 △　石　川　良　弘　　 導 入 ・ 預 家 畜 △　川　野　美　香　　 出 向(青 色 申 告 会) △　内　田　ゆり子　　
〃 △　豊　永　孝　克　　 夢 工 房 △　笹　野　政　子　　 △　工　藤　則　之　　 野 菜 集 荷 場 事 務 △　三　森　敏　文　　 精 算 事 務 〃 △　寄　田　むつみ　　

自 動 車 経 理 ○　宮　路　恵　美　　 物 産 館 支 配 人 △　橋　口　定　弘　　

グ リ ー ン セ ン タ ー
加久藤・真幸

◎　田　内　三　夫　　 〃 △　下　原　みゆき　　 基 金 協 会・ 補 助 事 業 △　前　原　淳　子　　
自 動 車 営 業 △　福　元　俊　二　　 物 産 館 △　萩　原　ま　こ　　 ○　岩　元　将　彦　　 〃 △　松　元　千　恵　　 繁 殖 セ ン タ ー △　遠目塚　　　修　　 農 家 経 営 支 援 セ ン タ ー TEL 0984-33-3104
Ｌ Ｐ ガ ス ◎　永　野　大　輔　　 〃 △　上　野　大　介　　 　　今　村　亮　介　　 精米工場・農業倉庫・営業 ◎　野　田　智　幸　　 〃 △　上　園　康　平　　 FAX 0984-33-5752

〃 ○　宮　﨑　優　人　　 〃 △　平　岡　秀　章　　 △　森　山　久美子　　 精 米 工 場 △　隈　元　靖　夫　　 〃 △　山　口　稜　司　　
〃 △　米　藏　祐　三　　 〃 △　上　畠　一　美　　 △　鶴　田　深　雪　　 〃 △　有　村　信　彦　　 〃 △　山　口　一　海　　

燃 料 経 理 △　広　津　あき子　　 〃 △　平　田　千賀子　　 〃 △　井　上　義　喜　　 〃 △　山　口　さやか　　
飯 野 給 油 所 △　松　窪　啓　二　　 〃 △　窪　田　美佐子　　 グリーンセンター飯野店 TEL 0984-33-2212 〃 △　今　村　直　子　　 〃 △　宮　原　佑　輔　　

〃 △　横　田　領　真　　 〃 △　尾坐原　美代子　　 FAX 0984-25-3050 繁 殖 セ ン タ ー　 パ ー ト △　柳　原　里　恵　　
〃 △　和　田　康　児　　 〃 △　外　村　美保子　　 野 菜 集 荷 場 TEL 0984-33-1006
〃 △　木牟礼　知　博　　 〃 △　久　永　真貴子　　 グリーンセンター加久藤店 TEL 0984-35-0451

加 久 藤 給 油 所 井　上　祥　太 〃 △　宇　都　義　胤　　 FAX 0984-25-4002 杉 水 流 農 業 倉 庫 TEL 0984-33-0792
〃 △　増　元　信一郎　　 〃 △　山　本　貴　志　　
〃 △　鳩　野　和　雄　　 〃 △　宮　園　将　輝　　 グリーンセンター真幸店 TEL 0984-37-0023 湯 田 農 業 倉 庫 TEL 0984-35-2495
〃 △　新　福　紀　夫　　 〃 △　高　橋　友　子　　 FAX 0984-37-1565

真 幸 給 油 所 △　栗　下　政　信　　 〃 △　川　野　由　美　　 杉 水 流 ラ イ ス セ ン タ ー TEL 0984-33-0792 ＪＡ出資型農業生産法人 （株）ジェイエイえびの市葬祭〃 下　川　彰　護 〃 △　田　端　正　仁　　 （株）ＪＡアグリランド田の神さぁ
〃 △　本　石　俊　二　　 〃 △　佐々木　ル　ミ　　 湯 田 ラ イ ス セ ン タ ー TEL 0984-35-0492 専 務 取 締 役 佐　貫　和　彦 支 配 人 田　中　賢　二
〃 △　目　楠　　　悟　　 〃 △　野　﨑　俊　彦　　 オペレーター・農作業全般 ◇　竹　本　久　男　　 業 務 課 長 宮　園　崇　久

〃 △　本　田　政　秀　　 精 米 工 場 TEL 0984-35-0542 事 務 全 般 末　次　希世美 受 注 ・ 式 場 設 営 ◎　立　山　重　紀　　
足 湯 の 駅 △　境　田　　　隆　　 FAX 0984-35-2768 オペレーター・農作業全般 久保園　　　晃 〃 ○　栗　下　安　正　　

飯 野 給 油 所 TEL 0984-33-3070 〃 △　椎　葉　美佐子　　 オペレーター・農作業全般 脇　田　耕　治 〃 ○　木　場　祐　子　　
加 久 藤 給 油 所 TEL 0984-35-1492 〃 △　尾　辻　　　忍　　 オペレーター・農作業全般 有　村　一　久 事 務 △　岡　田　美　幸　　
真 幸 給 油 所 TEL 0984-37-2169 オペレーター・農作業全般 川　畑　　　栄 〃 △　赤　川　愛　子　　

道 の 駅 え び の TEL 0984-35-3338 ◇責任者 斎 場 ・ 葬 祭 雑 務 △　境　田　真　美　　
プ ロ パ ン ガ ス TEL 0984-33-5604 FAX 0984-35-0788 〃 △　横　手　百合枝　　

足 湯 の 駅　 え び の 高 原 TEL 0984-33-1155
オ ー ト パ ル TEL 080-2716-5365 FAX 0984-33-5395

生 活 館　 夢 工 房 TEL 0984-35-1810
FAX 0984-35-1810

ク ミ ア イ 家 庭 薬 TEL 0984-33-5743

職  員  配  置  表



（14）令和６年４月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
３
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

３
月
18
日
～
20
日
ま
で
の
３
日
間
、
西
諸

畜
連
で
、
３
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
成
績
は
上
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約

や
値
引
き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養
管

理
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
子
牛
生

産
検
査
以
降
に
発
生
し
た
ケ
ガ
や
尿
石
等
の

事
故
、
そ
の
他
小
さ
な
こ
と
で
も
気
付
い
た

点
は
、
担
当
者
に
相
談
す
る
か
、
ま
た
は
セ

リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も
の
は
早
期
出

荷
を
行
い
、
飼
育
費
の
削
減
を
図
り
所
得
の

向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
雌
子
牛
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
品
評
会
に

出
品
し
、
付
加
価
値
の
高

い
優
良
素
牛
生
産
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

各
種
導
入
事
業
の
有
効

活
用
を
図
り
優
良
雌
子
牛

を
導
入
し
、
母
牛
の
増
頭
、

更
新
を
積
極
的
に
行
い
ま

し
ょ
う
。
詳
し
い
こ
と
は

畜
産
課
（
３
３
―
５
７
４

７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☆
３
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

３
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、
３

月
期
子
牛
品
評
会
を
開
き
ま
し
た
。
成
績
は

下
記
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
事
前
に

下
見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方
は
、

畜
産
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
３
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

３
月
13
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品
評
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
5
頭
が
出
品
さ

れ
、
成
績
は
下
記
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

営
農
情
報

令和６年３月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回(６年３月) 前回(６年２月) 前年(５年３月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 86 537,312 88 476,663 60,649 87 557,700 △20,388

去勢 125 648,630 111 581,137 67,493 97 723,936 △75,306

計 211 603,259 199 534,937 68,322 184 645,335 △42,076

令和６年３月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞３席 ふ く み 大 竹 勝 美

壱等賞 か ず 日 高 将 也

弐等賞 第１７８みほこ ㈱ 坂 元 農 場

〃 も も 北別府 翔　平

〃 ね ね 吹 上 裕 樹
※壱等賞・弐等賞は、序列は付けてありません。

令和６年３月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 ふ く み 大 竹 勝 美

壱等賞１席 か ず 日 高 将 也

壱等賞 2 席 第１７８みほこ ㈱ 坂 元 農 場

壱等賞 も も 北別府　翔　平

〃 ね ね 吹 上 裕 樹

弐等賞 な な み 下 原  勉

〃 み こ 吉 留  徹

〃 第 ９ ９ ４ ゆ り 坂 元 幸 保

〃 な つ ひ め 東 脇 勇 二

〃 きりしま３５６ Ｊ A え び の 市
和牛繁殖センター

〃 ふ じ ひ め ゆ り 深 瀬 浩 一

〃 の り ぴ い 宮 園  馨
※壱等賞 2 席から下の壱等賞と弐等賞は、序列は付けてあ

りません。

◎
畜
産
関
係
◎
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

スターターによる良好な子牛育成を目指して
　子牛の発育時期は、主に骨格、第１胃が最も発育する時期です。
　子牛を発育させるためには、まずしっかりとした胃袋を作ってあげることが重要となり
ます。

○　第１胃（ルーメン）を作るには、最初のスターターが重要となります。

○　牛の第１胃は概ね、生後３ヶ月から１２か月齢の間で発達します。

　第１胃が発達していない子牛に粗飼料を給与しても栄養として十分に体内に取り組むこ
とができませんので、最初のスターターでルーメンの上皮・絨毛を作ってあげることが重
要となってきます。

〇 スターターの効果
　○骨、筋肉の成長を促進
　○第１胃の機能発達

〇 スターター給与の注意点
１. 飲水を十分に与える。
２. 急激に給与量を変化させない・急激に飼料を変化させない。
胃内のＰＨが変化し、微生物の構成が変わり、水溶性の下痢（回復まで時間がかか
る傾向にある）をし、その間栄養を十分に取り込めなくなります。
また、スターターから育成飼料への切替えは、１～２週間かけてゆっくりと行って
ください。（ＰＨが酸性に傾き、ルーメンアシドーシスになります。）

３. 給与量は牛の状態を確認しながら、決めましょう。

　最後に、栄養状態の良い牛は、病原体に対する抵抗力も高く、発育も能力いっぱいに発
揮します。この時期にしっかりした胃袋を作り、乾草を十分給与してフレーム（骨格、体
高等）をしっかり確保しましょう。

※スターターとは
　一般的にペレット状（穀物）で、子牛育成期用の飼料に比べ、高エネ
ルギーで消化速度の速い飼料です。

※出生時の第１胃の重さは、第４胃の半分程しかなく、配合飼料の摂取
により急速に発達し、３ヶ月齢程で第４胃の４倍となり、機能は成牛並
みとなります。



（16）令和６年４月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

１
．
高
温
対
策

２
．
軟
弱
果
対
策

３
．
親
株
と
ポ
ッ
ト
準
備

本
圃
管
理

①
株
の
整
理

・
枯
れ
た
葉
や
果
梗
は
病
気
の
発
生
源
と

な
る
の
で
、
早
め
に
除
去
し
て
く
だ
さ

い
。

・
徒
長
し
た
株
や
ダ
ニ
の
多
い
株
で
は
、

摘
葉
を
強
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
軟
弱
果
対
策

・
日
中
の
温
度
が
上
が
り
過
ぎ
な
い
よ
う

に
、
谷
や
サ
イ
ド
、
妻
面
換
気
を
十
分

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
最
低
温
度
が
10
℃
以
上
に
な
れ
ば
、
夜

間
も
開
放
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
灌
水
は
こ
ま
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
収
穫
は
午
前
中
に
行
い
、
収
穫
間
隔
も

短
く
し
て
、
果
実
は
丁
寧
に
扱
っ
て
く

だ
さ
い
。

③
病
害
虫
防
除

・
ハ
ウ
ス
を
開
放
す
る
時
期
に
な
る
と
ス

リ
ッ
プ
ス
や
ダ
ニ
が
発
生
し
や
す
く
な

る
の
で
、
ハ
ウ
ス
周
辺
の
除
草
や
雑
草

防
除
も
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

親
株
管
理

①
株
の
整
理

・
下
葉
、
花
蕾
、
果
実
は
早
め
に
除
去
し

て
く
だ
さ
い
。

・
芽
数
の
整
理
は
３
芽
以
上
に
な
ら
な
い

よ
う
に
整
理
し
ま
す
。
ま
た
、
葉
数
は

１
芽
に
６
枚
程
度
で
す
。

☆
栗

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　
　

４
月
に
入
り
、
新
芽
が
萌
芽
す
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ク

ス
サ
ン
等
の
害
虫
の
発
生
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ク
ス
サ
ン
に
つ
い
て
は
食

害
中
の
幼
虫
を
枝
ご
と
園
外
除
去
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

キ
ク
イ
ム
シ
の
発
生
で
木
の
枯
れ

込
み
が
増
え
ま
す
の
で
ガ
ッ
ト
サ
イ
ド

Ｓ
を
１
・
５
倍
に
希
釈
し
、
地
際
か
ら

１
・
５
ｍ
の
高
さ
ま
で
塗
布
し
て
管
理

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

剪
定
の
時
期
で
す
。
４
月
中
に
は
剪
定

を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
不

要
な
枝
の
除
去
、
結
果
枝
の
整
理
を
行
い
、

永
久
樹
の
日
当
た
り
を
悪
く
し
て
い
る
間

伐
樹
は
切
り
詰
め
、
樹
冠
全
体
に
光
が
当

た
る
よ
う
に
空
間
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

剪
定
終
了
後
に
、
樹
勢
回
復
の
た
め
の
基

肥
を
施
用
し
、
十
分
な
灌
水
を
し
ま
し
ょ

う
。
新
芽
萌
芽
後
の
晩
霜
被
害
に
注
意
し
、

４
月
末
ま
で
は
再
加
温
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
生
姜

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

作
付
け
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
圃
場

に
つ
い
て
は
冠
水
、
浸
水
の
お
そ
れ
の
な

い
無
病
地
を
選
定
し
、
伏
せ
こ
み
の
準
備

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
種
シ
ョ
ウ
ガ
は
低

温
に
弱
い
の
で
種
シ
ョ
ウ
ガ
割
り
は
霜
害

に
十
分
注
意
し
な
が
ら
４
月
上
旬
頃
か
ら

行
い
ま
す
。
選
別
で
は
腐
敗
な
ど
傷
ん

で
い
る
も
の
を
取
り
除
き
、
１
０
０
～

１
５
０
ｇ
程
度
の
も
の
を
伏
せ
こ
み
ま
す
。

　

な
お
、
伏
せ
こ
み
は
４
月
中
旬
ま
で
に

は
終
わ
る
よ
う
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
玉
ね
ぎ

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

べ
と
病
や
軟
腐
病
等
の
発
生
し
や
す
い
時

期
に
な
り
ま
す
。
収
穫
前
の
べ
と
病
は
収
穫

量
に
甚
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
の
で
雨

前
を
基
本
に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

<

予
防
剤>

ド
イ
ツ
ボ
ル
ド
ー　

Ａ　
　
　
　

　

希
釈
倍
率
：
５
０
０
～
１
０
０
０
倍　

（
対
象
：
軟
腐
病
、
べ
と
病
、
白
色
疫
病
）

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
４
０
０
～
６
０
０
倍　

 
　

使
用
時
期
：
収
穫
３
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
５
回
以
内

（
対
象
：
灰
色
か
び
病
、
べ
と
病
、
白
色
疫
病
）

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
６
回
以
内

（
対
象
：
灰
色
か
び
病
、
べ
と
病
、
白
色
疫
病
）

<

治
療
剤>

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｃ
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
６
０
０
～
８
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

（
対
象
：
べ
と
病
、
白
色
疫
病
）

リ
ド
ミ
ル
ゴ
ー
ル
ド
Ｍ
Ｚ

　

希
釈
倍
率
：
５
０
０
～
１
０
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

（
対
象
：
べ
と
病
、
白
色
疫
病
）

☆
菊

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

夏
菊
採
穂
の
時
期
に
入
り
ま
す
。
採
穂

前
に
必
ず
病
害
虫
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

病
害
を
圃
場
内
に
持
ち
込
む
と
防
除
が
困

難
に
な
り
、
コ
ス
ト
も
か
さ
み
ま
す
。

　

ま
た
、
親
株
摘
心
後
の
側
枝
が
伸
び
す

ぎ
な
い
よ
う
に
採
穂
す
る
事
も
重
要
で
す
。

☆
り
ん
ど
う

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

芽
の
整
理
を
行
う
時
期
に
な
り
ま

す
。
草
丈
が
15
㎝
程
度
伸
び
た
こ
ろ
に
１

株
当
た
り
８
～
10
本
に
な
る
よ
う
に
整
理

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
作
業
を
行
う
際

は
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
手
で
折

り
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
芽

の
整
理
が
終
わ
っ
た
後
は
ダ
コ
ニ
ー
ル

１
０
０
０
や
オ
ー
ソ
サ
イ
ド
水
和
剤
80
と

い
っ
た
予
防
剤
の
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

☆
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ズ（

担
当
：
的
場
未
紗
）

　

気
温
が
高
く
な
り
、
害
虫
で
は
チ
ョ
ウ

目
類
・
ハ
マ
キ
ム
シ
類
、
病
害
に
お
い
て

は
べ
と
病
が
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り

ま
す
。
５
月
よ
り
収
穫
・
出
荷
が
始
ま
り

ま
す
の
で
、
７
～
10
日
間
隔
で
防
除
を
行

い
な
が
ら
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
日
中
の
暑
い
時
間
帯
に
防
除
を

行
う
と
薬
害
に
よ
る
葉
焼
け
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
午
前
中
の
早
い
時
間

帯
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
４
月
下
旬
は
遅
霜
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
パ
オ
パ
オ
や
パ
ス
ラ

イ
ト
と
い
っ
た
不
織
布
資
材
の
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
的
場
未
紗
）

　

球
根
養
成
期
に
入
り
ま
す
。
生
育
の
悪

か
っ
た
株
や
ウ
イ
ル
ス
株
は
早
め
に
抜
き

取
り
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

球
根
養
成
時
期
は
灌
水
間
隔
を
徐
々
に

広
げ
な
が
ら
水
を
切
っ
て
い
き
ま
す
。
急

激
な
灌
水
中
止
は
球
根
の
肥
大
に
影
響
を

与
え
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
上
が
っ
て
き
た
蕾
は
早
め
に
摘

み
取
っ
て
球
根
に
養
分
が
行
き
渡
る
よ
う

に
し
、
摘
み
取
っ
た
後
は
傷
口
か
ら
の
細

菌
侵
入
を
防
ぐ
た
め
予
防
的
防
除
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

☆
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム（担

当
：
的
場
未
紗
）

　

４
月
以
降
、
気
温
が
上
が
っ
て
き
た
ら

ハ
ウ
ス
の
換
気
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

夜
間
も
サ
イ
ド
を
解
放
す
る
な
ど
し
て
、

ム
レ
な
い
よ
う
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
乾
燥
す
る
と
う
ど
ん
こ
病
や
ダ

ニ
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
、
適
期
の

防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

露
地
ゴ
ー
ヤ
ー
の
定
植
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
ハ
ウ
ス
同
様
、
定
植
の
２
週
間
前

ま
で
に
は
マ
ル
チ
張
り
ま
で
終
え
る
よ
う

に
し
、
地
温
を
確
保
し
て
定
植
が
行
え
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
定

植
時
に
は
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
１
粒
剤
を
１
株

あ
た
り
１
～
２
ｇ
の
量
で
植
穴
土
壌
混

和
し
て
初
期
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
対
策
を
行

い
、
定
植
後
１
週
間
以
内
に
ダ
コ
ニ
ー
ル

１
０
０
０
を
散
布
し
て
初
期
の
病
害
防
除

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
定
植
時
の
根
締
め
の
灌
水
は

た
っ
ぷ
り
と
行
い
、
活
着
前
の
強
風
に
よ

る
蔓
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め
に
、
定
植
後
は

速
や
か
に
支
柱
設
置
や
テ
ー
プ
ナ
ー
止
め

な
ど
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

定
植
が
終
了
し
て
生
育
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
初
期
の
着
果

負
担
は
流
れ
果
（
不
着
果
）
の
発
生
に
繋

が
り
ま
す
の
で
、
特
に
接
木
苗
に
つ
い
て

は
２
番
果
～
３
番
果
ま
で
は
落
と
し
て
、

ま
ず
は
し
っ
か
り
と
し
た
樹
を
作
る
こ
と

に
専
念
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
気
温
の
上
昇
に
つ
れ
て
尻
腐
果

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
主
な
原
因
と

し
て
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
、
灌
水
不
足
、

高
温
に
よ
る
も
の
で
す
の
で
、
早
め
の
カ

ル
シ
ウ
ム
散
布
や
こ
ま
め
な
灌
水
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

害
虫
防
除
に
つ
い
て
は
、
定
植
時
に
使

用
し
た
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
の
残
効
の
目
安

が
３
～
４
週
間
で
す
の
で
、
天
敵
放
飼
前

の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
対
策
と
し
て
コ
テ
ツ
フ

ロ
ア
ブ
ル
や
ス
ピ
ノ
エ
ー
ス
顆
粒
水
和
剤

（
と
も
に
使
用
回
数
１
回
）
な
ど
の
薬
散

防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
き
ゅ
う
り

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

５
月
中
下
旬
よ
り
露
地
胡
瓜
の
定
植
が

始
ま
り
ま
す
の
で
、
資
材
の
消
毒
を
含
め

た
圃
場
の
準
備
は
早
め
に
行
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

収
穫
時
の
葉
先
枯
れ
や
異
物
混
入
（
雑

草
や
害
虫
）
が
な
い
よ
う
に
選
別
作
業
を

徹
底
し
た
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
が
終
了
し
て
生
育
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
気
温
が
高
く

な
れ
ば
病
害
虫
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

害
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
コ
ナ
ガ
な
ど
の
発

生
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
早
期
防
除
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
コ
ナ
ガ
は
薬
剤
抵
抗
性
の
発
達
が

早
い
の
で
、
同
一
系
統
の
薬
剤
使
用
は
避

け
、
作
用
性
の
異
な
る
薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
防
除
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

病
害
に
つ
い
て
も
発
病
後
の
薬
剤
散
布

で
は
効
果
が
劣
る
の
で
、
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
や

ク
プ
ロ
シ
ー
ル
ド
な
ど
の
銅
水
和
剤
を
使

用
し
、
発
生
前
の
予
防
防
除
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
銅
剤
を
使
用
す
る
際
は

機
能
性
展
着
剤
も
加
用
し
て
、
薬
害
や
汚

れ
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
ミ
ニ
ト
マ
ト

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

夏
秋
ト
マ
ト
の
定
植
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
定
植
前
に
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策

と
し
て
、
ネ
マ
ト
リ
ン
エ
ー
ス
粒
剤
（
15

～
20
㎏
／
10
ａ
・
定
植
前
・
１
回
・
全
面

土
壌
混
和
）
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
対
策
と
し

て
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
（
１
ｇ
／
株
・
定
植

時
・
１
回
・
植
穴
土
壌
混
和
）
な
ど
を
使

用
し
て
初
期
の
害
虫
防
除
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
定
植
２
週
間
前
ま
で
に
は
畝
立

て
し
、
灌
水
チ
ュ
ー
ブ
で
散
水
し
て
土
壌

水
分
を
高
め
た
う
え
で
マ
ル
チ
張
り
を
行

い
、
地
温
を
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
後
、
活
着
す
る
ま
で
は
手
灌
水
を

行
い
ま
す
が
、
特
に
セ
ル
苗
の
場
合
は
根

鉢
の
部
分
が
乾
き
や
す
い
の
で
初
期
の
水

管
理
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
活
着
後
は
灌

水
を
や
や
控
え
め
に
し
、
第
２
段
果
房
着

果
期
ま
で
は
灌
水
を
控
え
て
、
根
域
の
深

層
へ
の
発
達
を
促
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
ご
ぼ
う

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

冬
春
播
き
ご
ぼ
う
に
つ
い
て
は
、
播
種

も
終
了
し
て
生
育
が
順
調
に
進
ん
で
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
気
温
が
高
く
な
れ
ば

病
害
虫
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

病
害
は
菌
核
病
対
策
と
し
て
ロ
ブ
ラ
ー

ル
水
和
剤
（
１
０
０
０
倍
・
１
０
０
～

３
０
０
Ｌ
／
10
ａ
・
収
穫
３
日
前
ま
で
・

３
回
以
内
）
、
黒
斑
細
菌
病
対
策
と
し
て

Ｚ
ボ
ル
ド
ー
（
５
０
０
倍
・
１
０
０
～

３
０
０
Ｌ
／
10
ａ
・
※
使
用
時
期
、
使
用

回
数
と
も
に
制
限
な
し
）
な
ど
を
使
用
し

て
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

害
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
対
策
と
し
て
ウ

ラ
ラ
Ｄ
Ｆ
（
２
０
０
０
～
４
０
０
０
倍
・

１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ
・
収
穫
７
日

前
ま
で
・
２
回
以
内
）
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ

ウ
ム
シ
類
対
策
と
し
て
ア
ク
セ
ル
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
１
０
０
０
倍
・
１
０
０
～
３
０
０

Ｌ
／
10
ａ
・
収
穫
前
日
ま
で
・
３
回
以

内
）
な
ど
を
使
用
し
て
防
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

定
植
間
近
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
排
水

対
策
を
十
分
に
行
い
定
植
に
備
え
ま
し
ょ

う
。
Ｊ
Ａ
に
依
頼
さ
れ
た
苗
の
受
渡
し
に

つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
末
ま
で
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
計
画
的
な
定
植
準
備
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

☆
里
芋

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

芽
出
し
作
業
が
遅
れ
る
と
芽
が
焼
け
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
定
期
的
に
圃
場
確
認

を
行
い
、
遅
れ
な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
疫
病
対
策
と
し
て
芽
が
出

揃
っ
た
段
階
で
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

（
１
０
０
０
倍
）
＋
展
着
剤
（
ス
カ
ッ

シ
ュ
：
１
０
０
０
倍
）
の
散
布
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

☆
加
工
甘
藷

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

昨
年
度
え
び
の
市
で
も
発
生
が
確
認
さ

れ
た
「
か
ん
し
ょ
茎
・
根
腐
敗
症
」
対
策

の
た
め
、
土
壌
消
毒
や
植
付
け
前
の
苗
の

消
毒
は
し
っ
か
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
降
雨
時
の
雨
水
が
長
時
間
溜
ま

る
圃
場
で
は
根
傷
み
を
起
し
や
す
く
腐
敗

も
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
排
水
の
良
い
圃
場
選
定
を
行
な
い
ま

し
ょ
う
。

営営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園
芸
課
（
☎

３
３

−

５
７
５
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

農業用
廃プラスチック
について

農業用廃プラスチックは決められた収集日にだして
ください

◎今月は塩化ビニールの集積を行います◎
　(ハウス用ビニール等)
　・集積場所　 えびの市一般廃棄物最終処分場

　・集  積  日  4月16日(第3火曜日)
　　時　　間 　午前９時～正午まで※ビニールとポリマルチは混ぜないように

　注意してください
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

１
．
水
稲
の
育
苗
時
期
が
目
前
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
も
丈
夫
で
良
い
苗
作
り
が
で
き
る

よ
う
今
の
内
か
ら
計
画
を
立
て
、
育
苗
時

期
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

作
業
計
画
を
立
て
る
際
は
田
植
え
予
定

日
を
基
準
と
し
て
計
画
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

播
種
機
や
農
業
機
械
の
点
検
・
整
備
は

で
き
て
い
ま
す
か
？　

水
稲
苗
や
肥
料
、

農
薬
の
注
文
も
れ
や
、
数
量
の
間
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？　

も
う
一
度
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

※
今
年
も
白
鳥
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
６
月

１
日
か
ら
の
田
植
え
苗
注
文
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

　

植
付
予
定
の
品
種
が
複
数
あ
る
場
合
は
、

間
違
い
を
防
ぐ
た
め
に
も
植
付
け
日
を
品

種
ご
と
に
変
え
る
な
ど
と
い
っ
た
防
止
策

を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

２
．
種
も
み
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
に
出
荷
さ
れ
た
米
を
Ｊ
Ａ
米
と
し

て
取
り
扱
う
要
件
の
一
つ
に
種
子
更
新
が

あ
り
ま
す
の
で
、
毎
年
の
種
子
更
新
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
で
販
売
し
て
い
る
種
子
籾

は
未
消
毒
種
子
で
す
の
で
、
購
入
し
た
種

子
籾
は
塩
水
選
及
び
種
子
消
毒
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
手
順
に
つ
い
て
は
稲

作
暦
に
も
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

作
業
の
際
、
他
品
種
の
種
子
が
混
入
し

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報

種子消毒について
　購入した種子籾を使用される場合は各個人で塩水選および種子消毒を行ってください。
　※作業の際、他品種の種子が混入しないようにご注意ください。種子消毒の方法については稲作暦
にもイラスト付きで掲載していますので参考にしてください。

◎塩水選
　水　・・・10Ｌ　　食塩・・・800ｇ（溶けにくいので十分かき混ぜましょう）
・もち種については充実の関係から水のみで行います。
・終わったら不要な塩分を落とす必要がありますので、必ず流水で水洗いをしましょう。
種子消毒①（薬剤による消毒）
種子4kgを消毒する場合
水8Lに、テクリードCフロアブル40mlとスミチオン乳剤8mlを希釈した溶液に24時間浸漬する
◎薬液で消毒した種子は日陰など風通しの良いところで乾かしましょう。消毒後の水洗いは厳禁です。
◎廃液は河川や用水路、下水などに絶対に廃棄しないでください。消毒後の水洗いは厳禁です。

種子消毒②（温湯消毒器による消毒）
　今年も小型の温湯消毒機を本店野菜集荷場に設置します。ご利用ください。
消毒方法・・・乾燥種子を60℃のお湯に10分間つけたあと、ただちに水道水で十分に冷やす。
１回あたりの消毒可能量・・・16㎏まで
利用するには・・本店野菜集荷場（３３－１００６）までお電話ください。機械の設置準備や、
　　　　　　　　お湯の温度を均一に上げるまで時間がかかるため、完全予約制です。
利用期間・・・・4月1日～5月31日　※日曜・祝日を除く
利用時間・・・・９時００分　～　１６時００分
利用料金・・・・4㎏以内　220円（税込）　以降1㎏増えるごとに55円（税込）加算します
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

安全フレーム付き
トラクターの利用

農作業死亡事故は、年間約300件発生し続けています。

転落・転倒対策転落・転倒対策

1

ヘルメットの
着用

2

3
シートベルトの

着用

 徹底しよう！ 徹底しよう！
1!2!!3

!!!

農業機械の農業機械の

◎担い手支援関係◎営農情報
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

【キムタク(キムチ＆たくあん)ご飯の春巻き】

飯野高校生活文化科の生徒が
考えたレシピです♪

〈作り方〉
１　豚バラを２～３センチに切る。
２　キムチを刻み、にらを2～3センチに切る。
３　フライパンにごま油をひき、豚バラを入れ、色が変わるまで中火で炒める。
４　ご飯とキムチ、たくあん、にらを入れ炒める。
５　ウェイパーと塩を入れる。
６　全体的に混ぜて、キムタクご飯ができました。
７　小麦粉と水を1対1で混ぜて用意しておく。
８　春巻きの皮を用意する。
９　その春巻きの皮をひし形において、キムタクご飯を下に寄せてのせる。
10　春巻きをまくときに　７　をのりとして使う。
11　そして巻く。
12　揚げ油を用意し、春巻きがきつね色になるまで揚げる。
13　さらに盛りつけたら完成。

〈材　料〉　３人分
炊いたご飯・・・３００g（1合）
豚バラ・・・・・９０ｇ
キムチ・・・・・９０ｇ
たくあん・・・・２０ｇ
にら・・・・・・５０g
春巻きの皮・・・１０枚

ピザ用チーズ・・８０ｇ（１本に８g）
ウェイパー・・・小さじ２
ごま油・・・・・大さじ１
塩・・・・・・・適量
小麦粉・・・・・小さじ１
揚げ油・・・・・適量
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　JA みやざき えびの市地区本部の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円は JA みやざき えびの市
　　　　　　　　　　地区本部への出資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中
両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。 えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹

葬儀社社員 大募集！！
㈱ジェイエイえびの市葬祭では、正社員を募集しています。
賃金は？仕事内容は？職場環境は？などなど気になることは
なんでも！お尋ねください。（電話・リモートでも質問を受け付けます）
　　　　　　㈱ジェイエイえびの市葬祭　☎ 0984-35-0727 ㈹ ja-ebino.com
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

冬
が
ウ
イ
ン
タ
ー
な
ら
、

春
は

2　

天
ぷ
ら
や
フ
ラ
イ
に
付
け

ら
れ
て
い
ま
す

3　

煮
物
を
作
る
と
き
に
す
く

う
こ
と
も
あ
り
ま
す

4　

水
中
を
ふ
わ
ふ
わ
と
漂
う

生
き
物

6　

平
面
は
2
次
元
、
立
体
は

8　

桃
太
郎
が
き
び
団
子
を
着

け
て
い
た
場
所

10　

入
学
式
で
胸
に
着
け
る
お

母
さ
ん
も
い
ま
す

12　

メ
ジ
ロ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
が
吸

う
も
の

14　

関
東
―
―
、
―
―
裁
判
所

16　

漢
字
で
書
く
と
土
筆
。
春

の
山
菜
で
す

18　

オ
ン
の
反
対
語

★
タ
テ
の
カ
ギ

1　

ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

カ
ー
ド
に
記
録
し
ま
す

3　

眠
い
と
き
に
出
ま
す

5　

ア
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

6　

お
花
見
と
い
え
ば
こ
の
花

7　

テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
の
操

作
に
使
い
ま
す

9　

お
酒
は
飲
め
ま
せ
ん

11　

み
そ
汁
の
具
に
し
て
も
お

い
し
い
二
枚
貝

13　

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
こ

ぼ
し
た
く
な
る
こ
と
も

15　

ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
と
も
い
い

ま
す

17　

湯
が
冷
め
な
い
よ
う
―
―

ポ
ッ
ト
に
入
れ
た

19　

当
た
り
か
な
、
外
れ
か
な

20　

山
梨
県
の
県
庁
所
在
地
で

あ
る
市

21　

馬
に
乗
る
人
の
こ
と

３
月
号
の
当
選
者

３
月
号
の
答
え
は「
ウ
シ
オ
ジ

ル
」で
し
た
。正
解
者
10
人
の
中

か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
福
　
重
　
啓
　
子（
飯
　
野
）

▽
山
　
野
　
清
　
治（
飯
　
野
）

▽
川
　
畑
　
倉
　
子（
加
久
藤
）

▽
福
　
田
　
フ
ミ
子（
真
　
幸
）

▽
福
　
永
　
ふ
じ
子（
真
　
幸
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

４
月
19
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
５
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

　

え
び
の
市
地
区
本
部　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
ご
ま
あ
え
の
素
と
塩
こ
う

じ
パ
ウ
ダ
ー
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

エーコープ
「ごまあえの素」
「塩こうじパウダー」

2点セット!!

3年 5年 固定金利も

お取り扱いしています

最大で
年0.45％

引下げ

年1.10％

年1.55％

【固定変動選択型】
10年固定金利

がん 脳卒中
急性心筋梗塞

死亡・後遺障害保障に加え
所定の状態と診断されたら

住宅ローン
残高が 0円に

対象住宅ローンの金利に

＋年0.06％上乗せでOK！
※実際の融資金利はお近くのＪＡ窓口までおたずねください

取扱
期間三大疾病保障付

ＪＡ住宅ローン サポート３

お問い合わせは
融資センター 35-1212
本店金融課 33-3103

＋

1.16％
合わせて

令和6年2月1日㈭～令和7年1月31日㈮



（24）令和６年４月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和６年４月５日発行 （24）

広
報
Ｊ
Ａ
え
び
の

〈
発

行
〉

〒
889-4311　

宮
崎

県
え

び
の

市
大

字
大

明
司

1061-1　
宮

崎
県

農
業

協
同

組
合

　
え

び
の

市
地

区
本

部
　

　
　

　
〈

編
集

〉
総

務
課

　
　

令
和

６
年

４
月

５
日

発
行

行　　事　　予　　定
令和６年４月１０日～５月１０日

　

２
月
27
日
、
本
店
で
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
す
べ
て
の
審
議
事
項
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
数
字
編
）

に
つ
い
て 

■
令
和
５
年
度
決
算
書
類
（
貸
借
対
照

表
・
損
益
計
算
書
等
）、
剰
余
金
処
分

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て 

■
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
栗
選

果
機
）

■
「
合
併
準
備
積
立
金
」
の
取
崩
し
に

つ
い
て 

■
地
区
本
部
機
構
に
つ
い
て 

■
店
舗
営
業
時
間
に
つ
い
て 

■
役
員
退
職
慰
労
金
支
出
に
つ
い
て 

■
役
員
退
職
慰
労
金
引
当
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て 

■
総
代
・
地
区
本
部
運
営
代
表
者
選
出

に
関
す
る
選
挙
管
理
者
等
に
つ
い
て 

■
令
和
６
年
度
役
員
報
酬
に
関
す
る
審

議
会
の
答
申
に
つ
い
て

■
給
与
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
生
産
基

盤
維
持
対
策
に
つ
い
て 

■
大
口
与
信
先
上
位
30
先
に
つ
い
て 

■
県
域
合
併
に
伴
う
貸
出
審
査
に
か
か

る
決
裁
権
限
に
つ
い
て 

■
配
当
代
わ
り
金
率
に
つ
い
て 

■
地
区
本
部
代
表
者
会
運
営
要
領
に
つ

い
て 

■
県
域
Ｊ
Ａ
役
員
一
覧
に
つ
い
て 

■
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て 

■
貸
付
金
の
償
却
処
理
に
つ
い
て 

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て

■
令
和
5
年
度
決
算
監
事
監
査
報
告
に

つ
い
て

■
み
の
り
監
査
法
人
の
監
査
報
告
書
に

つ
い
て

■
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神
さ
ぁ

の
令
和
５
年
度
決
算
監
事
監
査
報
告

に
つ
い
て

■
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市
葬
祭
の
令

和
５
年
度
決
算
監
事
監
査
報
告
に
つ

い
て

■
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市
葬
祭
の
令

和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

４

10 水 ふれあい日
郡子牛品評会

11 木 異常産予防注射

12 金 異常産予防注射

13 土 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

14 日 子牛セリ市（～１６日）

16 火 道の駅えびの休業日
廃プラ集積日（塩化ビニール）

18 木 ＢＬ採血

20 土 県下一斉消毒の日

22 日 登録検査

23 火 オーツヘイ即売会
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

25 木 耳標装着

26 金 耳標装着

29 月

昭和の日
ＪＡ休業日
野菜集荷場は受入れをします。
成牛セリ市（妊娠牛）

30 火 繁殖センター妊娠牛譲渡会

５

1 水 ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（７月セリ分）

3 金
憲法記念日
ＪＡ休業日

4 土

みどりの日
ＪＡ休業日
　ＭＣは営業します。
　ＪＡ－ＳＳは営業します。
　グリーンセンターは営業します。
野菜集荷場は受入れをします。

5 日
こどもの日
ＪＡ休業日

7 火 郡子牛品評会

8 水 馬頭観音祭

9 木 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市

10 金 ふれあい日

グリーンセンター真幸店営業日のご案内
６年４月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

は営業日


